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全
国
の
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
は
令
和
五
年
度
、
二
百
十
九
件
と
過
去
最
多
と
な
り
、
市
街
地
や
人
家
周
辺
に
お
い
て
の
被

害
が
目
立
ち
、
令
和
六
年
の
出
没
件
数
（
一
月
か
ら
四
月
）
も
令
和
五
年
の
同
期
間
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
る
。 

一 

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
第
三
十
八
条
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
住
居
集
合
地
域

等
」
に
お
け
る
、
麻
酔
銃
を
含
む
猟
銃
の
使
用
に
つ
い
て
、
人
命
に
か
か
わ
る
差
し
迫
っ
た
状
況
で
あ
る
と
警
察
官
が
判
断

し
て
ハ
ン
タ
ー
に
命
令
を
出
し
た
場
合
に
限
り
、
「
警
察
官
職
務
執
行
法
」
に
基
づ
い
て
ハ
ン
タ
ー
は
発
砲
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
命
令
は
緊
急
避
難
と
し
て
の
対
応
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
発
令
を
た
め
ら
っ
た
り
、
時

間
を
要
し
た
り
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ
、
当
該
警
察
官
の
、
野
生
動
物
や
猟
銃
に
対
す
る
見
識
と
判
断
等
が
人
身
被
害
発
生

の
有
無
を
多
分
に
左
右
す
る
リ
ス
ク
が
生
じ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
「
住
居
集
合
地
域
等
」
で
あ
る
が
、
現
場
の
状
況
か
ら
安
全
に
使
用
で
き
る
と
容
易
に
判
断
さ
れ
う
る
場
合
で
も
、

猟
銃
が
使
用
で
き
ず
に
事
態
の
収
束
に
時
間
が
か
か
り
、
地
域
住
民
等
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ハ
ン
タ
ー

自
身
も
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ン
タ
ー
の
判
断
で
使
用
で
き
る
範
囲
を
拡
大
の
必
要
性
の
一
方
、
市
街
地
等
で

の
捕
獲
に
伴
う
事
故
等
に
お
け
る
責
任
の
所
在
と
指
揮
系
統
、
役
割
分
担
等
、
体
制
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
政
府
見
解
を
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求
め
る
。 

二 
一
に
関
し
、
ク
マ
の
出
没
が
多
い
地
域
は
猟
友
会
と
警
察
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応
に
当
た
る
が
、
従
来
は
ク
マ
の
出

没
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
当
該
連
携
に
不
慣
れ
な
自
治
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
政
府
対
応
を
求
め
、
認
識
を
問
う
。 

三 

銃
刀
法
で
規
制
が
強
化
さ
れ
る
猟
銃
の
一
種
「
ハ
ー
フ
ラ
イ
フ
ル
銃
」
に
つ
い
て
、
獣
類
の
被
害
防
止
へ
の
影
響
を
ふ
ま

え
、
政
府
は
特
例
を
設
け
て
対
応
す
る
と
し
て
い
る
。
大
型
獣
の
捕
獲
を
将
来
的
に
担
う
若
手
ハ
ン
タ
ー
の
育
成
が
急
務
で

あ
り
、
高
い
技
術
を
持
っ
た
安
全
か
つ
優
れ
た
捕
獲
技
術
の
習
得
等
の
た
め
に
も
重
要
と
考
え
る
が
、
当
該
特
例
は
通
達
で

示
さ
れ
る
。
国
会
の
審
議
を
要
す
る
こ
と
な
く
行
政
で
特
例
の
改
廃
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
人
材
育
成

を
含
め
た
鳥
獣
被
害
対
策
に
支
障
が
生
じ
う
る
懸
念
が
あ
る
。
国
会
審
議
を
通
じ
、
法
律
の
条
文
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
な

い
か
。
政
府
見
解
を
求
め
る
。 

四 

ク
マ
が
出
没
し
た
際
に
出
動
す
る
ハ
ン
タ
ー
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
額
等
は
市
町
村
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
ほ
か
、
た
と
え

ば
、
ク
マ
を
捕
獲
・
駆
除
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
運
搬
処
理
や
解
体
、
焼
却
処
分
等
に
か
か
る
報
酬
を
、
全
て
一
括
で

「
日
当
」
と
し
て
支
給
す
る
所
と
各
業
務
に
対
し
別
々
の
報
酬
と
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
自
治
体
の
中
に
は
「
日
当
額
が
低

す
ぎ
る
」
と
猟
友
会
側
が
反
発
し
て
、
当
該
自
治
体
か
ら
の
出
動
要
請
を
拒
否
し
た
事
例
が
あ
り
、
当
該
自
治
体
で
は
猟
友
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会
が
対
応
し
な
い
代
わ
り
に
、
警
察
や
当
該
自
治
体
職
員
、
無
報
酬
で
協
力
し
て
い
る
ハ
ン
タ
ー
に
出
動
を
依
頼
し
て
対
応

し
た
と
い
う
事
例
も
聞
く
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
警
戒
体
制
に
移
行
で
き
な
い
間
に
地
域
住
民
等
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
リ
ス
ク

や
、
無
報
酬
の
ハ
ン
タ
ー
の
対
応
に
問
題
が
生
じ
た
際
の
法
的
責
任
等
、
報
酬
の
自
治
体
間
格
差
か
ら
生
じ
て
い
る
諸
課
題

に
対
す
る
政
府
見
解
と
対
応
を
求
め
る
。 

 

右
質
問
す
る
。 


